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貸
借
劃
照
表
分
析
論
に
闘
す
る
若
干

ω問
題

ー
ー
ー
ヵ

l
y
・
ν
I
-
7
1
の

所

設

に

つ

い

て

|

|

同

部

良

手U

貸
借
封
印
…
支
分
析
論
は
種
々
の
名
を
以
っ
て
呼
ば
れ
て
ゐ
る
が
、
何
れ
も
通
常
同
ビ
ゃ
う
友
意
味
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
?
?
正
確
に

4

一
一
回
ふ
な
ら
ば
、
論
者
が
規
定
し
問
問
と
し
ナ
ゐ
る
州
は
必
中
し
も
等
し
ぐ
は
な
い
q

然
し
と
の
問
題
に
闘
し
て
従
来
取
扱
は
れ
て
ぬ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
研
究
の
内
容
的
性
質
は
、
大
館
に
於
い
で
ほ

r
同
様
の
も
の
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
だ
ら
う
。
帥
ち
一
般
的
に
言
ふ
な
ら
ば
、
従

来
の
研
究
は
、
粧
品
百
記
録
味
に
合
計
記
録
に
依
っ
て
企
業
経
営
に
ゐ
け
る
利
潤
獲
得
の
経
過
・
現
欣
(
特
に
所
謂
財
政
欣
態
)
を
検
討

ず
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
た
め
の
方
法
の
研
究
を

k
た
る
内
容
と
し
て
ゐ
る
。

か
h

る
貸
借
針
照
表
分
析
論
が
、
企
業
経
持
者
扱
ぴ
に
企
誌
関
係
者
の
賞
際
的
要
求
に
基
い
て
、
近
年
毎
と
溌
達
し
つ

L
あ
る
と

と
は
既
に
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
然
し
従
来
の
研
究
が
充
分
問
題
の
解
決
を
興
へ
て
ゐ
る
か
と
ニ
一
日
ふ
に
必
や
し
も
さ
う
で
な
い
。

む
し
ろ
そ
と
に
は
な
ほ
種
K

の
問
題
が
浅
さ
れ
て
居
る
。
理
論
的
方
面
に
就
い
て
殊
に
さ
う
で
あ
る
。

今
日
、
貸
借
針
照
表
分
析
論
に
闘
す
る
理
論
的
研
究
の
比
較
的
後
達

L
て
ゐ
る
の
は
濁
逸
で
る
り
、
我
h

は
を
の
代
表
的
危
研
究

の
一
つ
と
し
て
カ
ー
ル
・
レ

l
ラ

I
の
『
貸
借
釘
照
表
比
較
秘
』
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ら
う
。

レ

l
ラ

l
は
本
書
に
於
い
て

貸
借
劃
照
表
分
析
論
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

館
四
十
六
巻

凶
五
五

第

量記

C 
九

Bilanzanalァse，Biland仔 itik，Betriebsanal::，同， Analysis of Financial Statements，. 
Credit Analy~is 等々。
V耳1.K. Schmalr.， Detriebsanalyse， 1926j S. 3 ff. 
耀川博士、経替分析と~!替統計(紐桝i~ìi設第40巻第6競)参照。
K. Lehrer， Der Bilanzvergleich (Grundlロgen，Vorau出etzungen，Ziel， Methode， 
Bedeutung und Grenzen，) Berlin， 1935 
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貸
借
封
照
表
分
析
論
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

第
四
十
六
巻

O 

四
五
六

第

披

従
来
濁
逸
に
於
け
る
貸
借
針
照
夫
分
析
論
者
の
研
究
を
批
判
し
つ
弘
、
乙
の
分
析
諭
に
闘
す
る
問
題
を
ほ
ピ
全
世
的
に
展
開
し
て
ゐ

も
同
時
に
氏
の
問
題
の
取
扱
び
方
は
、
従
川
市
の
研
究
に
比
し
一
際
司
リ
組
織
的
働
組
論
的
で
あ
り
、
に
与
に
先
づ
乙
の
主
日
の
主
要

な
一
つ
の
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
ピ
然
し
た
が
ら
な
ほ
問
題
離
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
所
は
少
友
〈
た
い
ゃ
う
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
ら
は
、
現
必
貸
借
銅
版
村
氏
分
析
論
に
於
け
る
課
題
た
る
に
止
ま
ら
や
、
更
に
財
政
夫
以
外
の
結
後
記
録
終
結
百
統
計
佐

も
利
用
す
る
終
品
川
分
肝
命
山
内
び
は
所
謂
経
緯
比
岐
論
に
も
共
通
す
る
所
が
多
い
。
私
は
か
h

る
窓
味
に
於
い
て
、
キ
常
り
貸
借
針
問
…

友
八
凡
桁
論
に
約
い
て
収
一
本
的
た

m
Mと
巧
へ
ら
れ
る
有
干
の
附
刷
、
即
ち
特
に
こ
の
分
析
ぬ
の
壮
院
中
位
地
市
分
析
の
判
的
.
制
鋭
、

並
び
に
分
析
方
法
自
慌
の
問
題
、
等
に
つ
い
て
レ

1
ラ
1
の
所
論
を
紹
介
し
、
併
は
せ
て
こ
れ
ら
の
諸
臨
に
閲
す
る
問
題
の
所
在
或

ひ
は
私
の
疑
問
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
漣
ぺ
て
見
よ
う
と
忠
ふ
。

一ー・

貸
借
封
照
表
分
析
論
の
性
質
・
位
地
、
分
析
の
目
的
、
封
象
と
い
ふ
ゃ
う
友
問
題
は
、

こ
の
分
析
論
に
於
け
る
言
は
ピ
前
段
的
な

基
本
的
問
題
で
あ
る
が
、

レ
l
ラ
ー
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
如
何
に
規
定
し
て
ゐ
る
か
。

一
、
乙
の
分
析
請
の
性
質

レ
1
ラ
1
は
貸
借
針
照
表
の
分
析
的
制
究
に
於
い
て
、
『
貸
借
掛
照
表
比
竪
友
る
概
念
を
用
ひ
、
従

来
の
貸
借
封
照
表
分
析
或
ひ
は
批
判
、
経
営
分
析
等
の
概
念
を
採
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
分
析
或
ひ
は
批
判
と
い
ふ
概
念
は
と
の
揚
合

不
奇
八
刀
で
あ
る
と
し
、
邸
ち
、
貸
借
叫
制
服
去
の
分
析
的
研
究
の
目
的
は
、
間
早
な
る
分
析
や
皐
た
る
批
判
に
諜
き
る
の
で
友
く
、
更
に

そ
の
上
綜
合
(
会
陣
的
観
察
)
が
必
要
で
あ
る
か
ら
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
ま
た
絞
州
四
百
分
析
友
る
概
念
は
、
経
符
生
活
の
会
過
程
に
闘
す

る
と
い
ふ
の
で
こ
れ
を
採
用
し
な
い
。
要
す
る
に
分
析
或
ひ
は
批
判
の
み
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
個
別
的
結
呆
の
観
察
だ
け
で
は
不
完

例へ我が凶に於けるこの書の紹介に就いては、紘〈部分的な紹介であるが、
Icf次の如きものがある。
黒揮清氏、工業経管比較(昭和112年)pp・90-'∞
古川柴一氏、経替計理論後編(昭和12年)pp. 4明 4り4副
従ってこの場合、経管分析諭とは貸借iJ;~照表分析諭よ 11)責ぃ内容を有つも D を
意味する。 7) K. I.ehrerの前掲書による。

6) 



会
一
な
の
で
、

乙
L
に
貸
借
針
照
表
比
較
左
る
概
念
を
用
び
る
の
で
あ

h
o

こ
れ
を
更
に
比
按
結
合
し
て
会
想
的
視
察
を
得
ん
と
し
、

突
に
こ
の
貸
借
叫
割
問
…
表
比
較
論
は
、
如
何
な
る
事
問
的
性
質
を
有
ち
、
ま
た
如
何
な
る
皐
問
的
位
地
を
占
め
る
か
と
言
ふ
に
、

の
結
に
闘
し
レ

1
ヲ

1
は
、
先
づ
、
貸
借
封
照
表
比
較
論
は
経
醤
経
済
事
の
一
部
円
で
あ
る
と
規
定
し
て
ゐ
る
。
印
ち
氏
は
経
昔
経

済
壌
の
韓
系
を
ニ
ク
リ
ヴ
シ
刊
に
従
っ
て
経
待
感
と
交
通
壌
に
三
大
別
し
、

吏
に
と
の
各
々
を
理
論
経
皆
経
済
墜
と
寅
際
或
ひ
は
鷹

用
経
営
経
済
壌
に
分
か
つ
。

こ
れ
に
針
し
貸
借
封
照
表
比
較
論
は
、
明
ら
か
に
経
営
撃
に
局
す
る
と
し
、
更
に
こ
の
揚
合
貸
借
封
服

表
比
較
は
、
賓
際
的
方
面
に
封
し
で
は
将
来
の
慮
置
に
闘
し
重
要
注
基
準
を
興
へ
、
同
時
に
ま
た
理
論
的
方
面
に
針
し
て
は
経
営
経

済
摩
一
・
の
理
論
的
智
識
を
得
る
た
め
の
主
要
な
手
段
を
友
ず
と
一
一
一
一
回
ふ
こ
と
か
ら
、

と
の
比
校
論
の
位
地
は
、
経
州
官
接
の
胆
閥
系
中
に
於
い

.‘
.
-
E
L

、

〈
「
品
目
プ

町

-

四
九
一
川
と
符
-
際
が
相
正
問
交
渉
し
口
比
つ
庄
は
成
間
市
を
い
学
究
し
ん
口
ふ
所
は
ん
作
注
寸
り
る
と
一
T

一同ふ。
E

也
phH1Fz
軍
部

h
人
質
ぷ
問
、
問
中

4
i一
d
ム
V
小
F川

i
q小
刊

υに
斗
古
川
-
一
引
い
，
f
l

ち
所
謂
経
営
比
較
論
と
貸
借
針
照
表
比
較
論
と
の
聞
係
に
つ
い
て
は
、
後
者
は
前
者
の
特
殊
型
で
あ
る
と
規
定
す
る
。

乙
の
貸
借
針
照
表
比
較
論
の
位
地
に
つ
い
て
は
、
通
常
更
に
合
計
底
?
と
の
閥
係
が
問
題
と
さ
れ
る
が
、

レ
1

1
ラ
は
こ
れ
を
曾
計

事
に
属
ず
る
と
は
見
左
い
ゃ
う
で
あ
る
。

レ
1
7
ー
は
こ
の
黙
に
開
し
曜
に
貸
借
針
照
表
論
と
の
関
係
に
言
及
し
て
ゐ
る
が
、
氏
の

説
明
に
よ
れ
ば
、
貸
借
掛
照
表
を
作
成
す
る
こ
と
¥
貸
借
掛
照
表
を
比
較
す
る
こ
と
は
別
筒
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
雨
者
の

立
つ
基
礎
は
呉
ら
た
い
が
、
目
的
定
立
が
相
違
す
る
か
ら
で
あ
る
。
現
に
ま
た
貸
借
針
照
表
比
較
は
、
貸
借
針
附
…
去
の
作
成
が
経
つ

た
後
に
始
め
て
行
は
れ
る
。

ぞ
れ
故
、
貸
借
針
山
県
表
比
較
は
、
貸
借
封
照
表
作
成
の
部
分
領
域
で
は
友
〈
、
そ
れ
は
経
皆
計
算
制
度

と
同
列
の
粧
品
河
経
岨
門
的
操
作
で
あ
る
と
一
一
面
ふ
の
で
あ
る
。

こ
L

に
問
題
は
、

レ

1

ラ
ー
が
貸
借
封
照
表
比
較
論
に
つ
い
て
右
の
知
〈
規
定
す
る
だ
け
で
は
、
な
ほ
こ
の
比
較
論
の
性
質
は
明
ら
か
に
さ
れ
な

貸
借
封
照
表
分
析
論
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

務
四
十
六
巻

四
五
七

第

競

と

との黙に閥しでは更に後遺参照。章夫・私は本稿に於いて分析或ひは分析論なる
名稽を用てゐるが、己れが意味ナる J~i は: Lehrerが比較或ひは比較論と言ふ
のとJlIJに具らない。
V gl. H. Nickli語ch，Die Betriebswirbchaftv S. 32. 
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貸
借
釣
照
表
分
析
前
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

第
凶
十
六
巻

四
五
八

第

競

い
ま
右
に
述
べ
た
以
上
の
説
明
は
昆
ら
れ
な
い
。
た
ピ
こ
の
『
貸
借
掛
照
表
比
較
論
』
白

序
文
に
於
い
て
、
氏
は
本
書
で
貸
借
針
限
分
析
の
研
究
方
法
在
問
題
に
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
述
べ
で
ゐ
る
。
か
-
ふ
る
一
品
質
及
び
氏
が
本
書
で
賛
際
に

い
。
然
し
こ
の
製
問
的
休
地
を
論
じ
て
ゐ
る
箇
所
で
は
、

取
扱
っ
て
ゐ
る
主
要
内
特
|
|
即
ち
分
析
方
法
の
研
究
ー
ー
か
ら
見
で
、
我
々
は
氏
の
一
言
ふ
比
較
論
の
性
質
を
ほ
ピ
知
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ら
う
。

=
、
分
析
の
目
的

こ
の
分
析
或
ひ
は
比
較
目
的
の
定
立
は
、
研
究
の
出
環
離
に
於
け
る
基
本
ー
的
危
問
題
で
あ
り
、
従
来
、
貸
借

剖
附
…
表
分
析
論
或
び
は
粧
品
官
比
較
論
等
に
於
い
て
種
々
論
議
さ
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。

は
貸
借
割
問
一
次
比
牧
の
針
象
た
る
貸
借
刻
間
五
の
定
義
が
曾
つ
E
よ
り
縫
化
し
て
ゐ
る
こ
と
を
明
白
介
し
己
、

レ
l
ラ

1
は
と
の
問
題
に
闘
し
て
、
今
日
で

日
1'1)，1 
H. 

と

<n 
:折

た
た
る
意
義
を
有
つ
貸
供
割
問
去
に
よ
る
べ
き
で
-
あ
る
と
す
る
。

と
の
穏
化
し
た
と
-
一
=
口
ふ
の
は
、
曾
つ
て
は
貸
借
針
照
表
は
、

と

れ

を
薬
礎
に
し
て
企
業
の
時
々
の
欣
態
を
記
述
す
る
に
専
ら
用
び
ら
れ
た
が
、
今
日
で
は
貸
借
針
照
表
は
、
企
業
内
部
に
於
け
る
経
皆

経
済
的
諮
開
聯
、
合
法
則
性
、
及
び
と
れ
ら
の
作
用
を
解
明
す
る
売
め
の
畏
も
重
要
た
る
手
段
の
一

つ
で
あ
る
と
ニ
一
日
ふ
煮
味
で
あ
る
。

か
L

る
立
易
か
ら
レ

1
ラ

1
は
先
づ
シ
ユ
マ
ル
ツ
J
ゲ
ル
ス
ト
ナ

l
の
分
析
目
的
を
批
判
し
、
次
い
で
氏
自
身
の
目
的
を
規
定
す
る
。

シ
ユ
マ
ル
ツ
は
氏
の
『
終
瞥
分
析
論
』
に
於
い
て
分
析
目
的
を
一
般
的
綜
括
的
に
定
立
せ
ず
、
と
れ
を
内
部
的
目
的
在
外
部
的
目
的
と
の
こ
つ
に

分
け
た
。
内
部
的
目
的
は
種
々
あ
る
が
、

一
般
的
に
言
へ
ば
経
書
管
理
の
立
場
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
外
部
的
問
的
は
更
に
こ
れ
を
(
一
)
信
用

授
奥
者
の
立
場
(
主
要
目
的
H
企
業
の
『
信
用
能
力
』
の
判
断
}
、
士
一
)
投
委
者
の
立
場
(
主
要
目
的
H
企
業
の
『
安
全
性
』
及
び
『
牧
盆
性
』
の
判
断
)
、

(
三
)
経
済
雑
誌
及
び
新
聞
の
立
場
(
主
要
目
的
H
投
資
者
の
た
め
に
す
る
企
業
の
活
動
及
び
絞
管
結
果
の
判
断
)
、
(
四
)
図
民
叡
済
白
立
場
(
主
要
目

的
H
企
業
白
一
般
的
登
展
傾
向
の
判
断
及
び
報
誌
)
、

の
四
づ
に
分
類
す
る
。

U

ク
ル
ス
ト
ナ

1
は
、
貸
借
封
照
表
分
析
に
於
い
で
は
、
貸
借
劃
照
表
及
び
損
盆
計
算
表
に
お
け
る
内
部
的
な
有
機
的
関
係
か
ら
明
ら
か
比
さ
れ
る

経
梼
現
象
の
分
析
的
欺
惑
を
、
客
観
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
し
、
貸
借
針
照
表
分
析
の
目
的
に
つ
い
て
次
の
四
つ
を
定
立

し
h
H
o

卸
ち
(
一
)
財
産
及
び
資
本
構
造
の
解
明
、
竺
己
委
本
調
建
と
財
産
使
詮
止
の
聞
に
お
け
る
組
織
的
関
係
の
解
明
、
(
三
)
費
本
及
び
財
産
の
利

警

との研究方訟の意味については後述、本稿(三).つ理買を参照。
l..ehrer はこの針象を"Gesam t bilan z“(貸借割照表、損盆計算表、轡業報告
書の三者を包む〕なりとする。後述参照。1H.し氏!が単に Bilan7. と言ふ場合、
それが Gesamtbi1anr.を指すのか、狭義の貸借封照表のみを指すのか、必ず
しも明白でない場合が中なくない。そ D都度適宜にfWすべきであらう。
K. Schmatz， Betriebsanalyse， 19.26， S. 7・

10) 

口)

12) 



用
決
態
の
解
明
、
(
四
)
牧
盆
性
関
係
の
解
明
。

」
の
雨
者
の
う
ち
シ
ユ
マ
ル
ツ
の
目
的
定
立
に
つ
い
て
は
、

と
名
づ
け
、

而
し
て

レ
ー
ヲ
ー
は
そ
れ
を
巴
片

Ngnnr。内庁旦片吋円。
N
胃

rz==口
問

専
ら
賓
際
的
な
目
的
が
研
究
目
的
の
定
立
を
規
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
シ
ユ
マ
ル
ツ
の
見
解
は
、
費
際
的
に
も
理
論
的
に
も
E
し
〈
な
い
と
し
て

反
駁
し
て
ゐ
る
。
批
判
の
要
動
は
、
先
づ
質
際
的
に
は
、
種
々
の
企
業
関
係
者
に
と
っ
て
は
シ
ユ
マ
ル
ツ
の
あ
げ
た
宇
う
な
企
業
の
一
定
方
面
的
分

祈
ま
な
す
だ
り
で
は
不
一
尤
分
で
市

ふ
れ
般
的
関
係
を
見
る
こ
と
に
よ
ワ
て
の
み
始
め
て
ま
た
そ
れ
ん
¥
特
殊
目
的
に
磨
子
る
様
に
企
業
の
扶
態
を
明
、
b

か
に
し
得
る
の
で
あ
る
と
し
、
空
た
理
論
的
に
は
、
一
万
来
正
し
い
目
的
定
立
は
、
研
究
針
象
白
樺
か
ら
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
ふ
駄
に
あ
る
。

ゲ
ル
ス
ト
ナ
ー
に
就
い
て
は
、
そ
の
目
的
定
ム
止
を

Z
o
o
-党
Z
Z耳
3
2
2
向。

N
H
o
r
E
Z口
問

と
名
づ
け
、
研
究
到
象
日
韓
か
ら
日
的
を
誘
導
し
て

ゐ
る
こ
と
は
、

シ
ユ
マ
ル
ヴ
の
快
陥
を
克
服
し
て
ゐ
る
と
言
ふ
。
が
然
し
た
ほ
ザ
ル
ス
ト
ナ

1
に
於
い
て
も
、
個
別
的
な
目
的
を
包
括
す
る
余
情
的

川
川
的
の
定
式
化
が
紙
げ
て
照
宮
、
州
t
-
リ
て
終
局
的
日
的
に
到
す
る
悦
A

竹
な
日
仙
の
社
一
本
ナ
ゲ
見
失
ふ
川
、
と
じ
な
る
と
し
て
批
判
長
一
川
1

て
ゐ
る
。

そ
れ
で
は
か

L
る
枕
判
的
立
場
に
立
つ
レ

1
ラ

l
自
身
は
如
何
在
る
日
的
争
定
立
し
た
か
と
長
一
回
ふ
に
、
氏
は
自
己
の
目
的
を
有
機

的
目
的
定
立

『
有
機
的
目
的
定
立
は
、
針
象
指
向
的
・
綜
括
的
且

で
左
け
れ
ば
た
ら
ね
。
』
と
一
一
一
一
口
ふ
。
こ

L
K
到
象
指
向
的
と
は
、
「
目

【

)

】

0
0
-
四
2
d
5
7
n
A
W
N
-
o
一ω[。
=
ロ
コ
珂
)

と
稀
し
、

そ
し
て
先
づ
こ
の

つ
綜
合
的

(cr」尖
(
C

ユS
Z
2
r
z
g
p
s
g
L
E
A
-
ω
百円一・
0
E
R
F
)

的
定
立
に
闘
し
て
は
研
究
針
象
の
性
質
の
み
が
基
準
ー
的
一

E
a回目
σ
Z
E
)
で
あ
る
』

と
一
白
ふ
意
味
で
る
り
.
綜
括
的
と
は
、
単
に
凡

て
の
部
分
的
目
的
が
組
織
的
に
包
括
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
目
的
の
達
成
に
よ
っ
て
貸
借
針
照
表
に
於
け
る
凡
て
の
認
識
内

容
が
解
明
さ
れ
る
と
と
で
あ
る
と
ニ
一
日
ふ
。
第
三
の
綜
合
的
と
は
、
企
業
の
凡
ゆ
る
現
象
は
似
立
的
な
も
の
で
な
い
の
だ
か
ら
、

と

れ

を
企
業
の
会
開
的
観
察
の
下
に
明
ら
か
に
し
・
更
に
ま
た
個
々
の
企
業
を
、
綜
合
経
済
的
有
機
躍
の
一
細
胞
と
し
て
全
経
済
界
と
の

開
聯
に
於
い
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
一
一
一
日
ふ
と
と
を
意
味
す
る
。

と
の
乙
と
か
ら
必
然
的
に
、
部
分
的
分
析
に
依
っ
て
得
ら
れ
た
る

凡
て
の
個
別
的
結
果
の
明
確
な
る
判
断
は
、
会
鴨
的
観
察
の
下
に
行
は
れ
ね
ば
友
ら
た
い
と
と
t
A

友
る
が
、

乙
の
揚
ム
口
か
L
る
個
別

貸
借
針
照
表
分
析
論
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

第
四
十
六
巻

四
五
九

第

披

P. Gerstner， Bil持nzanalyse，IO・Au日. 1 95，~)， S・36'伍
K. Lehrer， a. a. O. S. 71. I5) };:.. Lehrer， a. a. O. S. 72. 
Lehrerの問題展開の順序から言へば、との;吋象の規定が、目的定立の前に置
かれてゐる。蓋ι目的定立は、前途の立fI(針象の性質によるといふ氏の立場
かちは常然自己とであらう。然し私は別の立場から耽へて LehrerV順序を
踏襲しなかワた。

13) 
14) 
16) 



貸
借
封
照
表
分
析
論
に
関
す
る
若
干
の
問
題

t
p
四
十
六
巻

一
一
四

第
三
一
概

四
六

O

的
結
果
に
闘
す
る
最
後
的
批
判
及
び
綜
合
は
、
企
業
な
る
有
機
般
を
慕
礎
と
し
て
、
凶
果
関
係
並
び
に
合
目
的
的
闘
係
の
下
に
浬
解

寸ー

-， 
語句

寸?
あ
る
と

-c 
d;) 
~5 。

か
〈
て
レ

1
ラ
1
は
氏
の
封
象
指
向
的
・
綜
宿
的
・
綜
合
的
目
的
な
る
も
の
を
定
式
化
し
て
臼
ふ
。
即
ち
そ
れ
は
『
図
史
論
的
並

ぴ
に
合
目
的
論
的
印
刷
究
方
訟
を
選
礎
と
し
て
、

一
つ
或
ひ
は
多
数
の
企
誌
に
お
け
る
貸
借
割
問
表
の
分
析
的
観
察
を
行
ひ
、

以
づ
て

、
、
、
、
、
、
、
、

こ
れ
ら
の
企
業
の
位
地
、

、

吋
吋
4

4

h

-

『

d

p

」

t
-
L
J
F
r
h
ロ
ロ
判
、
+
在

切f明日1、
争1=;¥種、
タ産、
で業、
二百 部、
門、
及、
1夕、
綜、
合・、

市i~.
満、

構、
成、

夜、
展、

--， 〔
-・CS' --， 
" ;JQ O 
::.， 

" .， 
;t-

" ;:l 、d
'" " 
日

m
w
L
L
r

三の、
閥、

分↑阜、
析の、
の下、
主す 1¥亡、
象 a 端、
._，記晶、

す、
.，5、

L 、
に叫

あ、
〈ヨ、

民一一
23yf1r--
〉

3
h
a
l
-
-
盟
勺
Jヨ
hJ

t-一
J
A
r
l
u
f
ι
日
v

泊
五
日
白
f
H
M
4
4
 
H
C
「
己
民
問
。

重
要
注
一
問
題
で
あ
る
こ
と
は
夏
め
て
言
ふ
ま
で
も
友
い
。

v
l
ラ

l
は、

と
こ
ろ
で

こ
の
封
象
卸
ち
氏
の
貸
併
針
照
表
比
較
の
針
象
乞
規
定
す
る
に
営
っ
て
、
「
研
究
針
象
と
し
て
の
貸
借
針
照
表
』
に
つ

分
析
の
針
抽
棋
を
規
定
す
る
こ
と
が
、

い
て
誠
一
ぺ
、
こ
れ
を
次
の
や
う
に
一
一
一
日
っ
て
ゐ
る
。
卸
ち
こ

L

に
ユ
コ
口
ふ
貸
借
封
附
…
去
と
は
、
形
式
的
に
見
れ
ば
資
本
合
批
に
於
け
る
公
示

義
務
あ
る
財
政
諸
表
(
レ

1
ラ
ー
は
こ
れ
を

c
g
p
z
r
E
D
N
と
言
ふ
)
に
し
て
、

こ
れ
に
は
本
来
の
貸
借
剣
照
表
(
或
び
は
狭
義
の
貸

借
針
附
…
表
)
、
損
盆
計
算
表
、
皆
業
報
告
書
が
包
含
さ
れ
、

ま
た
と
れ
彦
経
済
的
に
見
れ
ば
、

と
れ
ら
の
三
者
は
統
一
的
友
金
憶
を

た
す
も
の
で
あ
る

更
に
こ

E 守

L の
ミ財
r 政

i土望
。与 君主

葉 l宅
2賞、
福質、
並的、
!、に、

た見
企 Zし
莱 1主

・1m
vコ 耳記
凡骨
ゅ 言十

語読
イ直 度
嗣自豊
係系
のに
全於
骨量 け
が斉
摘明
安
要中

りま
ー友 皆
現凡
寸取

ti里
て、
遅う

ゐ
，る
-OI8)と
』し

て、

シ
ユ
マ
ル
ツ
に
従
ひ

と
言
ふ
。
従
っ
て
『
か
L

る
事
賓
の
う
ち
に
、
貸
借
叫
制
服
表
の
分
桁
的
観
察
に
よ
り
企
業
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
弓
る
可
能
性
の
基

礎
が
る
&
』
の
で
あ
る
。
な
ほ
こ
与
に
言
ふ
財
政
諸
表
は
.
-
公
示
さ
れ
る
期
末
決
算
に
閥
ず
る
も
の
L

み
を
意
味
し
て
ゐ
る
。

こ
の
の

E
E
E
r
-
-戸
E
に
つ
い
て
更
に
考
察
を
要
す
る
己
と
は
、

就
中
狭
義
の
貸
借
封
照
表
と
損
盆
計
算
表
の
性
質
で
あ
る
。
こ
の
動
に
凋
し
て

K. Lehrer， a. a. O. S. 17・なほと込に言」、貸借謝野f表が、比較の苦手T象か、比
較論の封象か、 といふことは必ずしも明確でないと膿はれるが、私は前者の
意味に解する。
Vgl. }王 Schmalz，"Bilanz“in F[andw凸rterbuchde:r ]日etrieb凶.virtschaft，Bd. 
1， Spalte 1324・
K. Lehrer， a. a. O. S. 18. 
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ぽ
レ

1
Z
7
1
は
比
峻
的
無
雑
作
に
片
付
け
て
ゐ
る
宇
う
で
あ
る
。

ν
1
ラ
ー
は
、
従
来
合
計
基
或
ひ
は
貸
借
謝
照
表
分
析
論
に
於
い
て
問
題
と
さ
れ

て
ゐ
る
が
如
き
静
選
、
勤
惑
の
概
念
を
採
ら
な
い
。
そ
し
て
こ

L

で
は
シ
ユ
マ
ル
ツ
の
『
経
瞥
分
析
諭
』
を
と
り
あ
げ
、

U

ユ
マ
ル
ッ
が
、
経
管
縞

抽
聞
の
静
態
を
貸
借
劃
照
表
に
よ
り
、
動
態
を
損
盆
計
算
表
に
よ
り
、

そ
れ
ん
¥
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
批
判
を
加
へ
て
ゐ
る
。
レ
ー
ラ
ー

に
よ
れ
ば
、
要
す
る
に
貸
借
針
照
表
も
損
益
計
算
表
も
決
算
日
に
於
け
る
企
業
の
扶
態

(
N
E
-
Eと
を
示
す
も
の
に
過
ぎ
ず
、
従
っ
て
附
者
は
共
に

、
、
.
、
、

静
態
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
他
か
結
替
岡
崎
神
山
劫
議
分
析
ぽ
、
時
間
的
に
連
被
せ
る
多
投
。

{rzzdzz
一
戸
言
を
分
所
的
に
槻
察
す
る
こ

と
に
依
っ
て
達
せ
ら
れ
る
と
児
る
の
で
あ
る
。

貸
借
封
照
表
と
損
盆
計
算
表
の
性
質
に
つ
い
て
、

。

め
る
論
者
に
反
封
し
て
前
者
に
重
き
を
世
〈
。
そ
の
根
擦
は
交
際
的
と
理
論
的
と
の
ニ
方
面
に
あ
る
。
貧
際
的
に
は
、
相
問
逸
尚
法
に
於
け
る
貸
借
謝

レ

ラ

1
ぽ
な
ほ
こ
の
悶
者
の
う
ち
何
れ
が
重
要
な
る
か
を
問
題
と
し
、
後
者
に
重
要
性
を
認

照
或
』
旧
国
益
計
算
表
川
閥
ナ
る
埼
1
ι
h
h
足
亡
、
前
者
に
刊
明
倒
伏
九
一
多
iv

こ
と
を
詑
〈
O

主
モ
珂
論
的
に
は
、
損
錨
計
符
淀
川
単
に
泊
去
の

Mm
史

的
問
似
を
一
市
す
に
姐

Z
な
い
の
に
到
し
、
貸
借
針
照
表
は
ぬ
刊
活
び
に
拘
束
の
間
何
百
一
日
小
す
J

一
言
」
ゆ
が
、

主
要
な
叩
明
白
川
あ
る
。

以
上
の
や
う
左
諸
問
題
を
規
定
し
た
後
、

レ

l
ラ
I
は
貸
借
封
照
表
分
析
諭
に
於
け
る
主
樫
的
部
分
を
な
す
分
析
方
法
の
問
題
陀

入
る
。

と
の
問
題
は
貸
借
封
照
表
分
析
論
に
於
い
て
主
要
内
容
を
た
す
も
の
で
る
る
が
放
に
、

レ

I
ラ
ー
も
と
れ
を
『
貸
借
針
照
表

週土E
程較
を研
意究
味の
す方
る法
~21)論

』置

な
る
題
下
で
詳
ill 
し
て
ゐ
る

と
L
に
研
究
方
法
と
は
「
研
究
目
的
達
成
の
た
め
に
採
ら
れ
る
手
段
、
研
究

と
の
方
法
に
闘
す
る
問
題
は
、
大
別
し
て
四
つ
に
分
か
た
れ
る
。
部
ち
(
一
)
外
部
的
に
行
は
れ
る
比
較
方
法
の
種
類
d

(
二
)
比
較

材
料
の
選
揮
及
び
そ
の
改
良
並
び
に
整
備
、

る
研
究
鑓
系
白
檀
の
組
織
的
構
成
、

三
一
)
比
校
研
究
に
用
ひ
ら
れ
る
技
術
的
方
法
、

(
四
)
右
の
三
者
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ

が
そ
れ
で
あ
る
。

貸
借
封
照
表
分
析
論
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

第
四
十
六
巻

四
ノ、

第

披

五

Vg!. K. SChmalz， a. a. O. S. 185・
Vgl. W. le Coutre， Praxig der Bilanzkritik， Bd. 1， S. 39. 
K. Lehrer， a. a. O. S. 157・
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がE企業或ひは同種産業部門白分析を行ふ場合も」外部的1 でるる。
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貸
借
劃
照
表
分
析
諭
に
閥
ず
る
若
干
の
問
題

第
四
十
六
巻

一
一
六

四
プミ

第

銃

第

の
問
題
た
お
外
部
的
に
行
は
れ
る
比
較
方
法
は
、

レ
1
ヲ
ー
に
よ
る
と
、
貸
借
針
附
去
の
個
別
的
分
析
と
貸
借
針
照
表
比
較

の
二
方
法
が
可
能
で
あ
る
。

個
別
的
分
析
は
全
く
個
々
の
貸
出
旧
制
服
表
の
一
分
析
的
研
究
に
・
止
ま
る
も
の
で
、

と
れ
に
は
僅
か
の
倒
値

し
か
認
め
ら
れ
な
い
。

そ
れ
故
凱
に
流
一
ぺ
た
様
左
目
的
を
速
す
る
に
は
貸
借
針
照
表
比
較
が
首
然
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

レ

ラ
ー
が
貸
借
割
問
表
比
較
な
る
慨
念
を
と
る
の
も
、
専
ら
乙
の
比
較
に
霊
貼
を
置
く
が
故
で
あ
る
。

と
の
比
較
B

「
一
い
ふ
と
と
に
つ
い

て
レ

1
ヲ
l
は
ハ
ウ
ク
の
一
説
明
を
援
則
し
て
ゐ
る
が
、
比
較
と
は
、
要
す
る
に
、
諸
針
象
の
針
比
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
同
一
性
と
差

4
 

E
れ
に
闘
し
油
川
同
友
比
般
公
一
一
治
佐
む
す
と
L
r
一
で
あ
る
口
更
に
し

1
ラ
1
は
、
貸
併
刻
印
H

衣
比
較
の
揚
ム
口
、

別
性
佐
山
部
品
し

こ
の
比

較
は
皐
に
記
遁
的
比
較
た
る
に
止
ら
十
、

ハ
ウ
ク
の
一
〕
一
口
ふ
覧
の
肉
果
的
比
較

(
R
r
E
同
E
E
Z
O『町一。一
n
F
)

た
ら
心
ぽ
左
ら
な
い
、

主
張
す
る
。
而
し
て
比
較
方
法
の
種
類
と
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

‘

.

‘

.

、

、

.

、

、

、

、

.

印
ち
貸
借
割
照
表
比
較
は
、
特
定
の
認
識
目
的
に
従
っ
て
更
に
一
一
一
穂
町
比
較

|
1即
ち
(
二
期
間
比
較
弓
E
E
E百
点
}mEM)、
合
一
}
純
停
比
較

3
2『E
S
E
R
-
2会
)
、
(
=
一
)
趨
勢
比
較
(
叶
E
骨
三
耳
目
立

27)
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
三
者
は
そ
れ
ん
¥
ベ
一
)
一
定
期
間
に
お
け
る
一
個
の
企
業

、

‘

.

、

.. 

の
貸
借
劃
照
表
の
比
較
、
(
二
)
一
定
時
駄
に
お
け
る
多
数
企
業
の
貸
借
劉
照
表
白
比
較
、
(
=
一
)
一
定
期
間
に
お
け
る
多
毅
企
業
の
貸
借
割
照
表
の
比

較
を
、
意
味
す
る
。
レ

1
ラ
ー
は
こ
の
三
種
の
比
較
の
う
ち
趨
勢
比
較
に
最
高
の
意
義
を
認
め
る
。
蓋
し
一
定
期
間
に
お
げ
る
一
企
業
の
貸
借
劃
照

表
比
較
は
動
的
な
る
も
孤
立
的

T
E
r
q
E
L
)
で
あ
り
、

一
定
時
駄
に
お
け
る
多
薮
企
業
の
貸
借
封
照
表
比
較
は
聯
紡
的
・
結
合
的

(
E
S
L
E
E
Z

5
L
r
g戸
Z
E
R
E
E
L
)
な
る
も
静
的
で
あ
っ
て
、
共
に
不
完
全
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
劃
し
一
定
期
間
に
お
け
る
多
数
企
業
の
貸
借
劃
照
表
比
較
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
.
‘
.
、
、
、
、

動
的
に
し
て
且
つ
聯
結
的
・
結
合
的
で
あ
る
た
め
比
較
の
債
償
が
多
い
と
い
ふ
理
由
か
、
じ
で
あ
る
。
か
〈
て
円
ノ
空
り
趨
勢
比
較
は
、
個
別
的
分
析
、

期
間
比
較
、
綿
密
比
較
の
長
所
を
綜
合
し
て
そ
れ
ん
¥
の
短
所
を
拙
り
た
も
の
で
あ
り
、
こ
込
に
最
も
致
果
的
な
比
較
方
法
が
見
出
さ
れ
る
と
な
ナ

め
で
あ
る
。

第
二
の
材
料
に
闘
す
る
問
題
は
、
外
部
的
に
行
は
れ
る
分
析
的
研
究
の
揚
ム
口
如
何
た
る
材
料
に
依
る
べ
き
か
と
一
一
両
ふ
と
と
、
及
ぴ と

V gl. K. Lehrer， a. a. O. S. 74包
VgL W. Chr. I-Iauck， Der BetrieTsv.a.rgleich， Bd. I Betricbsvergleich:;lehre， 
1933， S. 61. 
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そ
の
材
料
の
整
備
の
問
題
で
る
る
。

い
司
』
の
で
、
外
部
的
に
行
は
れ
る
揚
合
の
材
料
が
特
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
と
れ
は
レ

l
ラ

1
に
於
い
て

現
地
、
、
、
、
ど
、
、
、
、
目

は
、
(
一
)
主
要
材
料
と
し
て
の
σ田
昌
号
一

-EN
を
と
る
外
、
(
二
)
説
明
材
料
叫
(
三
)
比
較
材
料
叫
(
四
)
補
充
材
料
叫

本
来
「
内
部
的
に
行
ば
れ
る
貸
借
針
開
表
分
析
に
と
っ
て
は
、

材
料
問
題
は
何
ら
存
在
し
友

と
い
ふ
風
に
八
A

類
さ
れ
る
。

材
料
の
整
備
に
闘
し
て
は
、
主
要
期
は
貸
借
針
照
夫
と
損
篠
計
算
表
に
た
か
れ
て
ゐ
る
。
法
律
上
の
貸
借
針
照
表
形
式
は
、

そ
の

士
、
で
は
貸
借
叫
制
服
表
比
較
に
は
不
完
全
な
の
で
、
と
れ
を
編
成
替
へ
し
よ
う
と
言
ム
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
レ

I
ラ

1
は
氏
の
言
ふ

統
一
的
貸
借
封
照
表
形
式
を
作
成
し
、
比
較
目
的
に
遁
合
す
る
や
う
勘
定
科
目
を
再
八
万
煩
し
整
浬
し
て
ゐ
る
。
損
谷
計
算
友
に
つ
い

て一
h
問
問
一
γ
め
品
。

第
三
の
技
術
的
方
法
の
問
題
の
内
容
は
、
主
と
し
て
分
析
的
概
祭
を
行
ふ
場
合
に
用
ひ
ら
れ
る
種
々
の
数
理
的
手
綬
の
説
明
で
る

レ
1
ラ

1
は
と
の
場
合
の
個
々
の
方
法
を
、
貸
借
割
問
表

ω分
析
的
観
察
に
た
い
て
可
能
た
る
形
式
的
手
積
、
或
び
は
形
式
的

る方
面
陀
閲
す
る
研
究
方
法
と
言
っ
て
ゐ
る
。
と
L

で
も
ヂ
ル
ス
ト
ナ
1
、
ル
・
ク

l
ト
ル
、

シ
ユ

7

ル
ツ
等
の
と
っ
た
方
法
陀
批
判

が
加
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
レ

1
ラ

1
は
と
の
方
法
の
問
題
の
扱
ひ
方
に
闘
し
、

『
個
々
の
方
法
を
そ
れ
ら
の
代
表
的
友
認
識
債
値
に

つ
い
て
研
究
し
、
且
つ
一
定
の
部
分
的
認
識
獲
得
の
た
め
に
こ
れ
ら
諸
方
法
の
控
室
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
我
々
の
問
題
で
る
る
日

と
言
ふ
。

と
の
『
技
術
的
方
法
』
は
、
先
づ
直
接
法
と
間
接
法
に
二
大
別
さ
れ
、
更
に
次
の
如
く
前
者
は
二
種
の
方
法
、
後
者
は
七
種
の
方

法
に
細
分
さ
れ
て
ゐ
る
。

貸
借
封
照
表
分
析
論
に
関
す
る
若
干
の
問
題

第
四
十
六
巻

四
六

第

競

七

K. Lehrer， a. a. O. S. 87. 
線曾の報告、曜日念出版物、諜券愛行目論見書、受註也操業状憩-ZF働者閥係に閥
す墨日刊新聞の言日事、事育成購入・繍張設備"販寅に閥ナる報告其他。
同種産業部門の標準数字、 同種産業部門的取引高・生産高等に関する刊行物、
其他。 28) 取引数字、取引所相場、戸、i由。 29} K. Lehrl::c， a. a. O. S. 160. 
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貸
借
掛
照
表
分
析
諭
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

第
四
十
六
容

告存

続

i¥ 

四
六
四

直
接
法
1
1
1
m絶
針
教
に
よ
る
方
法
、
印
絶
封
教
を
世
帯
礎
と
す
る
増
減
法
。

間
接
法
|
|
山
百
分
率
法
、

ω百
八
刀
卒
を
某
礎
と
す
る
靖
減
法
、
間
比
率
法
王
EFC(由
O
L
2
r
ξ
Z
E
E
-
E
E
O
)
凶
指
数
法
、

同
結
合
指
数
一
法
、
附
単
位
還
元
法
(
室

E
E
Lぬ
(
百
∞
n
r
一口話。
E
F
Z
Z
)
、
開
ウ
オ
ー
ル
の
椋
準
法
。

こ
れ
ら
の
一
々
に
就
い
て
レ

l
ラ

1
は
説
明
を
興
へ
て
ゐ
る
の
色
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
ん
艦
、

と
れ
ら
各
個
の
方
法
は
企
業

の
財
政
去
に
つ
い
て
如
何
た
る
闘
係
を
表
示
す
る
か
、
ま
た
各
個
の
方
法
に
つ
い
て
の
鋭
所
は
如
何
友
る
貼
に
あ
る
か
、
等
に
つ
い

て
の
説
明
が
主
要
肌
訟
な
し
て
ゐ
泊
。
た

r
と
れ
ら
の
附
舶
に
闘
す
め
詑
明
は
、
慨
し
て
、

て
ゐ
た
い
。
例
へ
ば
と
れ
ら
諸
方
法
の
う
ち
、

ω
r
一
般
的
形
式
的
お
枕
明
h
f
b
F
C
川

一
般
に
貸
借
割
照
表
分
析
論
に
於
い
て
軍
一
要
制
附
さ
れ
て
ゐ
る
所
謂
比
率
訟
の
如
き
に

つ
い
て
も
、

比
率
は
貸
借
針
照
表
及
び
損
径
計
算
表
の
個
A

の
項
目
及
ぴ
そ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
問
に
於
け
る
諸
関
係
を
一
不
ナ
と

と
、
並
び
に
と
の
揚
合
、
車
に
数
撃
的
に
考
へ
ら
れ
る
比
率
を
計
算
す
る
の
で
た
〈
、
貸
借
州
制
限
表
分
析
上
表
示
債
値
ち
る
比
率
を

算
出
す
る
と
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

と
-
三
ロ
ム
ゃ
う
た
一
般
的
友
説
明
の
範
固
に
止
ま
り
、
而
か
も
そ
れ
は
相
憎
め
て
筒
軍
在
設
明
に

終
っ
て
ゐ
る
。

最
後
に
第
四
の
レ

1
ラ

l
の
言
ふ
研
安
剛
腕
系
の
組
織
的
構
成
の
問
題
と
は
、
先
き
に
述
べ
た
目
的
た
る
企
業
の
位
地
、
都
成
、
設

展
を
知
る
た
め
に
必
要
た
各
種
の
指
棋
を
、
組
秘
的
に
求
め
る
こ
と
忙
蹄
ず
る
。

そ
し
て
こ
の
研
筑
憾
系
の
構
成
友
る
も
の
は
、
貸

借
刑
制
照
表
の
分
析
的
視
察
に
闘
す
る
方
法
全
館
の
う
ち
の
資
質
的
方
面

(
E
P
E
H
Z
U
F
H
S
)
を
な
す
と
言
ふ
。

レ
1
ラ

1
は
個
々
の
指
擦
を
問
題
と
す
る
前
に
、
右
の
『
目
的
は
、
貸
借
針
照
表
に
一
不
さ
れ
る
費
、
質
的
基
礎
に
つ
い
て
方
法
的
に

異
論
-
泣
き
分
析
的
研
究
に
よ
り
詮
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
一
一
と
言
ひ
、
而
し
て
企
業
の
生
活
現
象
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
企
業
の
傾
向

とれらの方法に闘する設明は、形式的には既に従，~~，の貸借封照表分析論に於い
て行は恥てゐる。Lehrerに於いては更にこれを維分組織づけてゐる所に特徴
が認められるが、 然し内容的tτ は従来の研究走大して設展せしめてゐる止は
見られない。 従って一一一問題そのものは重安であるが一一こ誌では一々立入
りて説明を行はない。
K. Lebrer， ol. a. O. S. 179・
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は
、
種
々
四
徐
々
の
原
因
・
結
果
の
表
現
に
外
友
ら
や
と
し
・

E
つ
貸
借
針
照
表
の
分
析
方
法
に
よ
っ
て
、

か
L
A

る
企
業
の
諸
傾
向
並

び
に
そ
の
原
因
・
結
果
を
解
明
す
る
に
は
、
企
業
な
る
綜
合
的
金
慌
を
溜
営
た
研
究
領
域
に
分
つ
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
可
能
で

b

る、

(-F司一
z
z
t
7
2日
)
、
取
引
分
野

(
C
E
Z
5
1
-
P
3
1
 

と
す
る
。

か
く
て
レ

l
ラ

1
は
、
金
業
の

『
生
清
現
象

27r一
、
資
本
分
野

費
用
牧
経
分
野
{
〉
戸
一
「
づ
き
ま
'
z
r
p泊
笥
町

7
E
4

資
本
調
達
、

資
本
使
用
に
闘
す
る
企
業
の
凡
ゆ
る

一ニコ込
J
市

3
，司。

1t

一ノノ、

資
本
分
野
は

生
寸
前
現
象
を
包
指
し
、
取
引
分
野
は
、
企
業
の
市
場
に
針
ず
る
闘
聯
性
、
依
存
性
か
ら
生
や
る
諸
費
動
関
係
を
含
む
。
最
後
に
費
用

収
袋
分
野
は
、
資
本
分
野
、
取
引
分
野
か
ら
生
守
る
諸
結
果
を
総
括
す
る
ョ
而
し
て
企
業
の
}
2
4
J
7
5
5
は
こ
れ
ら
の
三
分
野
に
於

い
で
行
は
れ
、
モ
れ
は
ま
た
貸
借
釘
照
表
及
び
損
毎
計
算
去
に
凝
集
す
る
の
で
‘
貸
借
針
昭
一
表
の
分
析
的
研
究
に
於
い
て
も
右
の
閥

怖
に
附
…
附
出
し
て
一
ニ
簡
の
研
賞
領
域
1

1
郎
ち
(
ご
企
誌
の
資
本
経
桝
の
分
析
、

(
一
一
)
企
業
の
取
引
粧
品
川
の
分
析
、
(
一
一
一
)
企
業
の
費
用

牧
谷
分
野
の
分
析
、

に
分
か
た
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
コ
一
領
域
に
於
け
る
問
題
は
そ
れ
ん
¥
吠
の
如
く
で
あ
る
。

即
ち
資
本
経
済
の
分
析
で
は
、

の
三
問
題
を
取
扱

(
一
)
脊
本
構
成
の
分
析
、

(
二
)
財
産
構
成
の
分
析
、

(
三
)
危
険
聞
係
の
分
析
、

ふ
。
こ
の
う
ち
危
険
関
係
の
分
析
と
は
、
貸
借
割
問
表
の
併
万
、
貸
方
相
互
の
関
係
か
ら
、
そ
の
問
の
闘
聯
性
及
び
危
険
性
の
税
反

を
測
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
w

取
引
経
済
の
八
刀
析
で
は
、

(
一
)
取
引
発
展
開
係
の
分
析
(
企
業
の
例
別
的
取
引
関
係
の
費
展
の
分

(
一
一
)
投
資
t
M
産
)
強
度
及
び
資
本
強
度
の
分

析
内
外
、
そ
れ
?
と
同
商
産
業
部
門
、
そ
の
上
併
の
同
期
間
産
業
部
門
、
及
び
線
合
締
済
と
の
比
較
)
、

析
が
行
は
れ
る
。
最
後
の
費
用
収
持
経
済
の
分
析
に
於
い
て
は
、

(
二
一
一
収
集
分
野
の
分
析
、

(
=
一
)
牧
続
性

(
一
)
費
用
分
野
の
分
析
、

関
係
の
分
析
、

の
一
一
一
問
題
を
含
む
。

こ
れ
ら
の
各
領
域
に
亙
っ
て
そ
れ
ん
¥
指
標
が
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
種
類
、
数
は
と

L
K
一
々
列
察
し
難
い
ほ

貸
借
劃
照
表
分
析
論
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

四
六
五

第
四
十
六
巻

第

量是

1u 

危険関係の分析は更に失の八積に分かたれる CI (r) Verschuldungsgrad， J2) 
De虻ckl1ng.-;吋g伊ran，(り3)L叫u山1μidita白t臼語唱gr日a町叫dι1，(ω4，) 1‘〈臼;
四 n耳貯N沼gr悶ad，(6) Belu，lung，耳目d，(7) ExpaJ1sionsgrad， (8) Konzenlral旧 m;grad.
投斐強度は取引埋ま量草快或ひは取引債依l明快に針する財産 (綿財産及びその
主要グル-7.1 を以勺で表はし、 資本5~1 正('士取引数量翠f;';..:;;Itひは取引慣値草
位に封する資本。患企業資本及びその主!~:~グルーフつを以ワて表はす。
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第
四
十
六
巻

四
六
六

貸
借
封
照
表
分
析
論
に
関
す
る
若
干
の
問
題

E
貨
に
多
数
に
上
引
。
然
し
レ

l
ラ
I
は
、
こ
れ
ら
の
指
標
が
語
る
個
別
的
結
呆
は
、
車
に
企
業
の
一
側
面
を
一
不
す
に
過
ぎ
た
い
か

第

披

O 

ら
、
そ
の
綜
情
的
な
判
断
を
な
す
た
め
に
は
、
更
に
各
個
の
指
標
を
会
鰻
的
左
閲
聯
に
於
い
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
と
一
一
一
日
ふ
の
で

そ
れ
に
は
先
づ
一
企
業
に
沿
け
る
個
別
的
結
果
を
統
一
的
に
綜
合
し
て
、
有
機
慌
た
る
企
業
白
鰭
の
会
鰻
的
観
察
を
行
ふ

必
要
が
あ
る
。
次
に
個
々
の
企
業
は
よ
り
ム
へ
き
及
会
棋
の
細
胞
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
日
ら
、

ζ

の
企
業
白
艇
の
全
像

(caEU

あ
る
が
、

H
E
T
-
)

を
更
に
同
穂
産
川
楽
部
門
及
び
綜
合
経
怖
と
の
全
閥
的
関
係
の
下
陀
組
織
的
民
観
察
し
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
O

K
比
較
綜
合

q
E
m
5
2
5
↓己

E
。一

と
L
に
必
然
的

と
い
ふ
こ
と
が
問
鰯
と
な
る
U

そ
し
で
か
く
の
恥
〈
詮
倒
的
観
然
と
比
較
綜
九
日
を
行
ふ
と
と

に
よ
り
、
同
時
に
貸
借
針
照
表
の
比
較
観
察
は
、
草
友
る
分
析
、
間
早
怠
る
批
判
以
上
の
も
の
に
友
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
言
ふ
。

回

私
は
以
上
に
於
い
て
、
貸
借
封
照
表
分
析
論
に
於
け
る
若
干
の
基
本
的
た
問
題
に
闘
し

v
l
-
7
1
の
見
解
を
要
約
し
て
見
夜
。

と
に
は
、
た
し
か
に
従
来
の
貸
借
割
照
表
分
析
論
を
更
に
設
展
せ
し
め
て
居
る
跡
が
見
出
さ
れ
る
。
が
然
し
・
な
が
ら
、
問
題
の
解
決

に
は
た
ほ
距
離
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
と
忠
ふ
。

第
一
に
貸
借
針
照
表
分
析
論
(
レ
l
ラ

1

に
於
い
て
は
比
較
論
)
の
事
問
的
位
地
に
つ
い
て
、

レ
l
ラ
1
は
先
き
に
述
べ
た
や
う
に
規

定
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
理
論
的
根
擦
は
定
分
明
ら
か
で
泣
い
。
従
っ
て
ま
た
規
定
さ
れ
た
位
地
そ
の
も
の
に
問
題
が
残
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
一
つ
に
は
、

と
の
分
析
論
の
明
確
な
性
質
規
定
が
た
さ
れ
て
ゐ
泣
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
も
っ
と
も
既
に
指
摘
し

た
如
く
、
そ
の
内
容
を
知
る
と
と
は
出
来
る
が
、
然
し
レ

1
ラ
ー
に
於
い
て
こ
の
分
析
論
の
性
質
が
必
や
し
も
充
分
意
識
的
に
把
握

さ
れ
て
ゐ
る
と
は
息
は
れ
友
い
。

そ

K. Lehrer， a. a. O. S. I87 ff. S. 295伍
なほ我が闘に於ける Leh.問rのこの部分に闘する粕jj-/ しては、黒樗氏前掲書
p・90-，100、そこには Lehrerの求めた大部分のJE探が掲げられてゐる。
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そ
れ
で
は
貸
借
封
照
表
分
析
論
は
如
何
な
る
性
質
の
事
院
で
あ
る
だ
ら
う
か
。
そ
れ
は
、

一
臆
と
の
分
析
論
が
現
に
取
扱
っ
て
ゐ

る
内
容
か
ら
規
定
し
得
石
窓
口
?
あ
る
。
而
し
て
貸
借
針
照
表
分
析
論
が
何
を
問
題
と
す
る
事
問
で
あ
る
か
と
一
言
ふ
賭
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
に
言
つ
も
、
企
業
経
営
に
忌
け
る
利
潤
獲
得
の
経
過
・
現
欣
に
開
ず
る
量
的
側
面
を
分
析
す
る
、
そ
の
分
析
方
法
が
研
究
を

内
容
と
す
石
も
の
で
あ
る
と
言
ひ
得
る
。
却
ち
研
究
封
象
は
か
ふ
る
意
味
の
分
析
方
法
で
め
る
。
論
者
が
言
葉
の
よ
で

E
う
規
定
し

か
t
A

る
意
味
の
分
析
方
法
が
主
鰻
と
友
っ
て
居

て
ゐ
る
か
は
別
と
し
、
現
に
行
は
れ
て
ゐ
る
と
の
種
の
研
究
に
於
い
て
は
、
通
常
、

る
と
見
る
こ
と
が
出
来
石
。
而
し
て
向
時
に
ま
た
、
こ
の
分
析
論
に
闘
す
る
貫
際
的
要
求
或
ひ
は
他
の
島
一
白
と
の
閲
聯
か
ら
見
て
、

か
L
る
分
析
方
法
の
研
究
が
内
容
を
な
す
も
の
と
規
定
し
う
る
だ
ら
う
。

裁
が
闘
に
於
い
て
も
、
と
の
列
凪
同
制
服
税
分
叫
明
論
の
場
開
的
性
質
、
位
地
が
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
多
〈
は
ん
W
H
計
回
曜
の
一
部
門
と
考
へ
ら
れ
て

ゐ
る
。
更
に
一
部
に
は
貸
借
針
照
表
分
析
諭
に
於
い
て
、
組
替
経
済
に
於
け
る
法
則
の
護
見
ま
で
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
論
者
も
あ
る
。
た
ピ

有
の
如
〈
規
定
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
如
何
な
る
理
論
的
根
様
か
-b
然
る
白
で
あ
る
か
、
こ

L
に
な
ほ
問
題
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
左
思
ふ
。

1
1
!な
ほ
こ
の
分
析
論
に
謝
ナ
る
名
稽
の
問
題
と
し
て
、

ν
I
ラ

1
は
貸
借
封
照
表
比
較
な
る
概
念
を
採
る
に
常

p
、
従
来
の
『
分
析
』
或
ひ
は
『
批

草
な
る
批
判
し
b
意
味
し
な
い
品
目
如
〈
言
っ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、

ι
M
L
る
批
評
は
氏
の
獅
断
で
あ

ι

ぅ
。
一
冗
々
、
分
析
D
個
々
の
結
呆
を
そ
れ
だ
け
と
し
て
兄
て
は
分
析
目
的
に
遡
ふ
筈
は
な
〈
、
従
っ
て
従
来
に
於
い
て
も
多
〈
の
比
較
研
究
が
行
は

舟
』
な
る
概
念
は
、

宛
も
寧
な
る
分
析
、

れ
で
来
た
こ
と
は
今
夏
賛
言
を
要
し
な
い
所
で
あ
る
。

レ

1
ラ

I
の
比
較
な
る
概
念
の
採
用
は
、
恐
ら
〈
濁
逸
に
お
け
る
所
謂
経
替
比
較
論
に
示
唆

さ
れ
た
も
白
と
思
は
れ
る
が
、
要
は
先
ワ
現
に
行
は
れ
て
ゐ
る
研
究
内
容
に
印
し
て
見
る
べ
き
で
あ
、
b
ぅ
。
研
究
の
性
質
上
か
ら
見
る
な
ら
ば
、

ー
ヲ

l
D
比
較
論
と
、
従
来
の
分
析
諭
或
ひ
は
批
判
論
と
は
別
に
異
る
所
は
な
い
。

次
に
貸
借
叫
出
版
一
衣
分
-
杭
或
ひ
は
比
較
の
目
的
定
立
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、

こ
の
目
的
は
封
象
と
共
に
本
来
の
分
析
方
法
を
規
定

ず
る
も
の
で
あ
る
ロ
そ
れ
故
目
的
は
，
て
の
下
に
な
さ
れ
る
分
析
方
法
を
規
定
し
得
る
や
う
に
定
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
友
い
。
然
る
に
レ

貸
借
劃
照
表
分
析
論
に
闘
ナ
る
若
干
の
問
題

努
四
十
六
巻

四
六
七

備

競

レ

との場合分析方法とほ、先きに述べた Lduerの意味する方誌の品でない言
ほ v前段的研究とも呑」・べきものをも合!.f'蔚ぃ意味て・ある。
宇 L異った内容を有ワものもあるが、 日般的には見て、分析方法が中極的な
内答をなしてゐることは明らかである。
佐々木吉郎氏、貸借封照表比較論序説(明大商事論議第二十ニ巻第三競)p. 
321 p. 46 
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貸
借
劉
照
表
分
析
諭
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

第
四
十
六
巻

空事

銃

一一

四
六
八

ー
ラ

1
の
目
的
定
立
の
如
く
、
躍
に
貸
借
針
照
表
に
よ
り
企
業
の
位
地
、
構
成
、
発
展
を
認
識
す
る
こ
左
で
あ
る
と
言
っ
た
ピ
け
で

は
、
乙
L
か
ら
直
ち
に
如
何
な
不
特
定
の
八
刀
析
方
法
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
言
ふ
と
と
は
明
ら
か
に
左
[
得
友
い
で
あ
ら
う
。
分

析
目
的
を
更
に
具
隣
化
じ
、

且
つ
分
析
針
象
を
規
定
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、

と
与
に
分
析
方
法
も
興
へ
ら
れ
う
る
の
で
は
友
い
か
。

と
れ
に
桔
〈
ベ
き
研
究
の
基
礎
を
奥
へ
る
に
決
し
て
十
分
で
友
い
と
田
小
山
。
更
に
他
方
氏
の
目

的
立
定
は
、
企
業
経
品
目
者
及
び
闘
係
者
の
具
階
的
責
際
的
要
求
と
の
闘
聯
の
下
に
規
定
さ
れ
て
ゐ
左
い
所
陀
問
題
が
あ
る
3

と
の
斡

従
っ
て
レ

1
ラ
I
の
円
的
定
立
は
、

聞

は

レ
l
ヲ
ー
は
氏
が
六
十
妹
に
枇
判
し
hr-vv

品
?
ル
ツ
代
却
つ
で
戦
へ
ん
れ
活
問
が
あ
る
だ
ら
う
と

そ
れ
で
は
如
何
在
る
具
際
的
目
的
が
問
題
と
さ
る
べ
き
か
。
と
れ
は
我
々
が
単
に
抽
象
的
に
規
定
し
ろ
る
も
の
で
は
泣
く
、

と
巨〉

問
題
に
闘
し
て
云
へ
ば
、
現
に
企
業
経
営
者
、
企
業
闘
係
者
等
が
資
際
的
に
要
求
し
て
ゐ
る
所
に
霊
知
が
置
か
れ
ね
ば
註
ら
む
だ
ら

ぅ
。
即
ち
分
析
の
一
般
的
抽
象
的
目
的
は
、
企
業
経
替
に
於
け
る
利
潤
獲
得
の
経
過
・
現
献
等
を
検
討
す
る
こ
と
に
る
る
と
考
へ
ら

れ
る
が
、
更
に
問
題
は
右
の
よ
う
友
ヨ
リ
具
鰐
的
左
目
的
で
あ
る
。
而
し
て
と
の
黙
に
闘
し
て
は
、
既
に
従
来
の
貸
借
封
照
表
分
析

論
或
ひ
は
絞
管
八
刀
析
論
に
於
い
て
、
例
へ
ば
企
業
の
牧
谷
性
、
経
済
性
、
信
用
の
安
全
性
H

支
排
能
力
等
の
測
定
が
問
題
と
さ
れ
て

ゐ
る
。
と
れ
ら
の
凡
て
を
と
る
か
、
特
定
の
一
部
を
と
る
か
は
一
広
別
と
し
て
、
少
占
泣
く
と
も
か
L

る
種
類
の
具
隣
的
目
的
が
定
立

さ
れ
、
同
時
に
測
定
し
ろ
る
や
う
友
分
析
針
象
が
規
定
に
さ
れ
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。
か
く
し
て
採
ら
る
べ
き
分
析
方
法
も
理
論

的
に
規
定
し
う
る
と
と
に
左
る
だ
ら
う
。

た
ピ
然
し
従
来
の
分
析
論
に
於
い
て
、

と
れ
ら
の
具
憶
的
目
的
の
性
質
意
義
が
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
か
と
一
百
ふ
に
、
必
』
r

し
も
さ
う
は
言
へ
た
い
。
例
へ
ば
収
益
性
の
測
定
の
如
き
は
通
常
利
各
針
資
本
の
比
率
を
以
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
政
盆
性
を
企

論者が如何なる目的を定立するかは勿論自由である。然し言」、迄もな〈それ
は、現貨に於ける寅際的要求から出髭 L、 .ÉL~'研究:全世との関聯に於いてなさ
れねばならぬ。
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業
の
収
益
力
と
併
す
る
左
ら
ば
、
か
L
る
測
定
方
法
或
ひ
は
表
示
方
法
の
み
が
問
題
た
る
に
止
ま
る
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
ら
の
轄
に

つ
い
て
友
ほ
種
々
の
問
題
が
あ
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
た

r
乙
ミ
で
は
、
目
的
、
針
象
、
分
析
方
法
と
い
ふ
が
如
き
規
定
は
、

一
貫
し
た
理
論
的
必
然
性
を
以
つ
で
も
ι
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
と
を
指
摘
す
れ
ば
足
り
る
。
従
来
の
貸
借
針
照
表
分
析
論
に
於
い
て
は
、

一
般
に
か
‘
ふ
る
黙
が
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
と
は
言
へ
友
い
。

目
的
定
立
に
闘
す
る
レ
1
ラ
1
の
誤
り
は
、
更
に
乙
れ
を
分
析
針
象
の
性
質
か
ら
規
定
さ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
ゐ
る
黙
で
る

る
。
目
的
の
定
立
に
際
し
で
は
、
判
象
(
所
謂
続
投
劉
象
)
は
一
一
悠
既
に
前
提
さ
れ
て
は
ゐ
る
が
、
然
し
目
的
が
定
ム
止
さ
れ
、
而
し
て

分
析
射
線
は
規
定
さ
れ
る
慢
で
あ
る
J

こ
の
知
に
闘
し
レ
ー
ザ
ー
の
考
へ
方
は
キ
ら
川
ゆ
だ
ら
p
h
F
1
ζ

忠
ふ
。

レ
I
ラ
l

k
於
い
て
目
、
劃
象
の
一
規
定
も
亦
不
充
分
或
ひ
は
誤
謬
で
あ
る
と
の
批
判
を
党
れ
占
泣
い
だ
ら
う
。
邸
中
門
戸
氏
同
貸
借
制
限

表
の
分
析
的
観
察
に
長
け
る
針
象
を
の
2
2
d
正一
E
5

と
規
定
し
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は
会
〈
形
式
的
危
見
方
で
あ
る
。
成
程
我
々
は

直
接
に
は
貸
借
掛
照
表
や
損
袋
計
算
表
を
刻
象
と
し
て
問
題
と
す
る
匂
然
し
友
が
ら
と
れ
は
決
し
て
巌
密
た
意
味
で
は
分
析
或
ひ
は

比
較
の
劉
象
で
は
な
い
。
既
に
辿
ぺ
た
や
う
に
、

に
は
、
と
の
の

2
S
E一言
N

を
主
要
材
料
と
言
っ
て
ゐ
る
の
で
は
泣
い
か
。
か
く
し
て
先
き
の
針
象
は
や
が
て
材
料
に
硝
化
す
る

と
と
に
な
る
。
と
与
に
レ

l
ラ
ー
に
於
い
て
は
、
針
象
と
材
料
、
ど
の
混
同
が
あ
る
。
然
し
・
な
が
ら
、
と
の
や
う
に
分
析
劉
象
を
貸
借

封
照
表
と
規
定
し
て
ゐ
る
の
は
何
も
レ

1
ラ

l

k
限
っ
た
乙
と
で
は
な
い
勺
。

レ
1
一7
1
も
『
分
析
方
法
の
問
題
』
に
於
い
て
材
料
の
問
題
を
扱
っ
て
ゐ
る
揚
合

こ
の
揚
合
針
象
は
何
か
と
一
吉
へ
ば
、
我
K

の
問
題
と
す
る
所
が
企
業
の
利
潤
獲
得
忙
闘
す
る
も
の
で
る
る
限
り
、

に
云
へ
ば
こ
の
過
程
が
分
析
針
伯
郡
で
あ
る

一
般
的
抽
象
的

そ
し
て
と
の
過
程
に
た
け
る
一
定
の
諸
闘
係
を
測
定
せ
ん
が
た
め
に
、
か
h
A

る
過
程
の

貸
借
封
照
表
分
析
諭
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

第
削
十
六
巻

四
六
九

事事

披

伊Iへば従来貸借釘照表分析諭に於いて
それぞれ部分的に企業の牧益力主表示

照参
刊

hr
IAA 

F
1
J
 

Q
J
 

ば

は

子

戸
り
妻
、
、

な
如
文

る

の

論

す

率

掲

と

比

前

力
の
。
、

盆
積
ふ
氏

牧
各
思
郎

の
る
と
し
吉

業
ゐ
の
木

企
て
も
・
々

を
れ
る
佐

性
は
ゐ
ぼ

盆
扱
て
へ

牧
取
し
例
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貸
借
針
照
表
分
析
論
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

第
四
十
六
巻

四
七

C

第

披

は
れ
て
ゐ
る
の
は
、

一
二
四

記
載
結
果
た
る
種
k

の
記
録
は
か
く
し
て
材
料
と
し
て
の
意
味
を
持
G
J

貸
借
針
照
表
に
よ
る
分
析
で
あ
り
、
貸
借
叫
制
服
表
に
よ
る
批
判
で
あ
る
。

記
載
結
同
市
が
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
現
に
行

右
の
や
う
な
こ
と
は
極
め
て
自
明
の
こ
と
L
考
へ
ら
れ
る
が
、
然
し
と
の
分
析
針
象
た
る
利
潤
獲
得
過
程
と
そ
の
記
載
結
岡
市
と
の

関
係
に
つ
い
て
の
充
分
意
識
的
な
相
判
定
は
、
従
来
の
分
析
論
に
於
い
て
や
L
も
す
れ
ば
等
閑
に
附
さ
れ
て
ゐ
る
賄
で
あ
る
。
而
か
も

こ
れ
ら
の
凶
係
を
意
識
的
に
把
握
せ
中
し
で
は
、
分
析
結
必
を
も
十
分
殺
州
市
的
た
ら
し
め
得
な
い
だ
ら
う
。
記
椛
他
県
は
常
に
必
宇

し
も
倒
的
制
佐
モ
の
ま
L
L

反
映
し
て
ゐ
る
も
の
で

ω
&
い
口
一
見
に
材
料
K
就
い
て
京
裂
な
問
題
は
、

レ
l
v
7
1
も
論
じ
と
ゐ
る
が
、
相
H

借
針
照
表
及
び
損
(
並
計
算
表
の
性
質
論
で
る
る
。

と
れ
は
勿
論
曾
計
墜
の
問
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
貸
借
針
照
表
分
析
論
に
於
い
て

も
亦
、

こ
れ
ら
の
記
録
の
性
質
規
定
を
前
提
と
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
ね
。
と
の
黙
に
閲
す
る
レ

1
ラ
1
の
見
解
は
む
し
ろ
批
判
さ
る
べ

と
t
A

で
は
た
E

と
の
問
題
が
分
析
論
に
於
い
て
も
軍
要
注
一
闘
で
あ
る
こ
と
に
言
及
す
る
に
止
め
る
。

-
き
で
あ
る
が
、

レ
l
ラ
ー
が
『
貸
借
針
照
表
比
較
研
究
の
方
法
論
』
と
し
て
論
じ
て
ゐ
る
所
の
分
析
方
法
に
閥
ず
る
問
題
は
、
貸
借
針
照
表
分
析

論
の
主
要
部
分
で
る
る
だ
け
に
、
ま
た
問
題
も
少
な
く
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。
氏
が
前
段
的
に
規
定
し
た
目
的
、
針
象
の
性
質
か
ら
と

の
方
法
の
担
判
定
が
理
論
的
に
導
か
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
は
先
づ
問
題
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
氏
の
定
闘
し
た
所
が
十
分
賓
現
さ
れ
て
ゐ
る

か
ど
う
か
、

こ
の
鮪
ま
た
問
題
で
あ
る
。

一
般
に
各
個

ω
問
題
の
聞
に
於
け
る
闘
係
が
モ
ツ
ト
理
論
的
な
必
然
性
を
以
っ
て
規
定
さ

れ
ね
ば
な
ら
左
い
だ
ら
う
と
忠
ふ
。

と
L

で
種
々
の
問
題
に
つ
い
て

々
立
入
る
こ
と
は
困
難
で
る
る
が
、
個
々
の
問
題
の
う
ち
、

レ
1
ラ
1
の
言
ふ
技
術
的
方
法
、

部
ち
数
理
的
手
掛
闘
の
問
題
は
、
指
摘
さ
る
べ
き
主
要
駒
の
一
つ
で
あ
る
。

と
の
問
題
に
闘
し
で
は
、
氏
の
設
明
は
な
ほ
解
決
さ
る
ペ

("Jesamtbilanzが分析針象でないととは、Lehrer自身研究領域を三分類した場
令に、費本経済、取引経済、費用牧盆鰹梼、の如容を問題にしてゐることに
徴しでも明らかであらう。Lehrerco見解は首尾一貫してゐない所に歓駐がる

お.W. le Co山 e，Praxis der Bilanzkri仇 Bd. :1: SS・68一戸
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き
多
〈
の
貼
を
残
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
レ

1
ラ
1
は
各
種
の
方
法
を
直
接
法
と
間
接
法
と
に
分
か
っ
て
説
明
し
て
ゐ
る
が
、
先
づ
各

個
の
方
法
に
闘
す
る
氏
の
説
明
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
し
、
或
ひ
は
ま
た
間
接
法
に
沿
け
る
分
類
の
如
き
も
更
に
合
現
的
た
分
類

が
な
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
同
大
腿
に
於
い
て
こ
与
で
は
、
合
計
記
録
に
つ
い
て
統
計
的
研
究
を
行
ふ
場
合
の
数
四
的
手
績
が
問
題
に

さ
れ
て
ゐ
る
と
一
一
一
日
へ
る
が
、
か
h

る
記
録
の
利
川
形
態
と
そ
の
意
味
が
瑚
論
的
に
一
止
し
く
明
日
併
さ
る
べ
き
で
る
る
。
殊
に
ま
た
貸
借

す
司
、
日
民
、
q
斤
A
M
同
台
土
、

主亡
u
コヨ
41Aa--一p
b

』

比
率
の
問
題
が
重
要
な
位
地
を
占
め
る
が
、

そ
の
意
味
、
利
刑
の
仕
方
た
ど
は
レ

I
ラ
1
の
設
明
の
範
閲
で

は
決
し
て
十
分
で
た
い
。
特
に
レ

I
ラ
ー
で
は
、
多
数
の
貸
借
針
附
去
の
比
較
に
讃
貼
が
置
か
れ
て
ゐ
る
に
も
拘
は
ち
ゃ
、

乙
の
比

曜
に
比
絞
す
る
と
-
一
司
っ
て
も
そ
れ
を
溺
切
に
行
ふ
こ
と
は
困
難
ず
あ
る
。

乙
h

に
貸
借
釘
胤
表
分
析
論
に
於
い
て
統
計
比
率
の
問
問
主
十
分
迎
解
す
る
と
と
の
貫
一
要
性
が
有
治
ナ
る
2

本
の
問
閣
の
如
き
を
十
分
団
解
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、

」

νコ
タT・
'~~' 
HJr 
fす
I:FN 

~~5~ 
，べ、
一/J

析
論
に
於
け
る
統
計
利
用
に
闘
す
る
問
題
は
少
な
く
な
い
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
一
般
的
に
は
統
計
撃
或
ひ
は
経
皆
統
計
論
の
課
題
で

あ
る
が
、
然
し
貸
借
封
照
表
分
析
論
に
於
い
て
統
計
的
研
究
が
庚
く
必
要
と
さ
れ
る
限
り
、

こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
貸
借
針
照

表
分
析
論
を
充
分
意
義
め
ら
し
め
る
た
め
の
必
没
的
前
提
保
件
で
あ
る
。

更
に
各
個
の
指
標
の
算
出
に
闘
し
で
も
、
吟
味
の
徐
地
が
少
左
く
な
い
と
忠
は
れ
る
が
、

こ
L
で
は
た
ピ
と
の
指
標
の
綜
合
と
い

ふ
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
沿
か
う
と
忠
ふ
。

邸
ち
レ

1
ラ
l
は
寅
に
数
多
く
の
指
標
を
求
め
る
と
共
に
、

と
れ
ら
各
個
の
結
呆
の

比
較
綜
合
の
必
要
を
特
に
強
調
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
比
較
綜
合
怠
る
も
の
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
ら
う
か
。

レ

1
ラ

1

は
草
に
比
較
綜
合
の
過
程
を
一
般
的
に
述
ぺ
る
に
止
ま
り
、
如
何
に
し
て
と
れ
が
可
能
左
る
か
の
兵
鴎
的
方
法
に
つ
い
て
は
示
す
所

ウ
オ
ー
ル
の
所
請
指
数
法
げ
如
き
は
そ
の
一
例
で
る
る
。

が
友
い
。

乙
の
黙
に
つ
い
て
は
既
に
従
来
或
る
程
度
試
み
ら
れ
て
居
り
、

貸
借
謝
照
表
分
析
論
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

第
凶
十
六
巻

事事

故

五

ug 
-t; 

Lehrer ID分類せる間接法に於ける七税の方法は、結局比率を求めるか、代表
債を求めるかの二つの方法に蹄する。
時川博士、統計皐概論、 p.237以下重量照。
姥川博士、経替統計論(紹替と経済穿ドー管第四競)参!照。
これに開する問題は、 言」、迄もな〈、貸i!r1t照表分析諭に於いて中値的部分
をなナも Dである。
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貸
借
封
照
表
分
析
諭
に
闘
ナ
る
若
干
白
問
題

第
四
十
六
巻

第

競

匹l

-l1 

ー
ノ、

然
し
ウ
オ
ー
ル
の
揚
合
は
経
験
的
な
事
一
貫
を
基
礎
と
し
て
居
り
、
理
論
的
使
値
を
認
め
難
い
。
従
っ
て
我
々
と
し
て
は
.
綜
合
な
る

も
の
は
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
、
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
如
何
な
る
性
質
・
意
味
の
綜
合
を
た
し
う
る
の
か
、
ま
た
そ
の
方
法
如
何
、

と
い
ふ
如
き
問
留
を
更
に
峨
論
的
に
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

と
れ
は
最
後
の
段
階
に
屈
す
る
問
題
で
あ
る
。

以
上
松
は
レ

l
う
ー
の
川
流
む
征
中
心
し
し
し
、

貸
借
叫

M
M…
表
分
析
諭
に
於
け
ゐ
若
干
の
基
本
的
な
問
料
一
に
つ
い
亡
叫
ぺ
た
杭
U
C
あ

る
。
勿
論
問
題
は
こ
丸
に
指
摘
し
た
ピ
け
に
止
ら
注
い
で
あ
ら
う
。
然
し
そ
の
凡
て
を
設
す
と
と
は
本
稿
の
意
闘
で
は
な
い
し
、
ま

?と

い
ま
こ
L

に
よ
〈
な
し
う
る
所
で
は
た
い
。
ま
た
私
の
述
べ
た
所
も
主
と
し
て
一
五
は
ピ
と
の
分
析
論
に
た
け
る
前
段
的
友
問
題

で
、
そ
れ
も
一
般
的
抽
象
的
に
止
ま
り
、
多
く
は
車
に
問
題
の
所
在
を
指
摘
す
る
程
度
を
出
て
ゐ
友
い
3

た
ピ
私
は
こ
れ
に
よ
り
、

貸
借
針
照
表
分
析
九
一
一
酬
に
た
い
て
今
日
な
ほ
不
十
分
な
ま
誌
に
残
さ
れ
て
ゐ
る
若
干
の
問
題
射
を
一
舷
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
た
に
過
ぎ

ゃ
，
、
各
個
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
失
の
機
舎
に
更
に
取
扱
ひ
た
い
と
忠
ふ
。

ま
た
レ

1
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
私
は
主
と
じ
て
そ
の
問
題
駈
を
指
摘
す
る
に
終
始
し
た
ゃ
う
で
あ
る
が
、
然
し
勿
論
氏
の
研
究
の

積
極
的
注
意
義
を
否
定
せ
ん
と
す
る
者
で
は
な
い
。
貸
借
割
問
表
分
析
論
に
闘
す
る
組
織
的
・
理
論
的
な
研
究
の
左
ほ
乏
し
い
今
日
、

か
L
る
鉄
路
を
補
は
ん
と
し
て
ゐ
る
レ

1
ラ
l
の
研
究
は
、
相
首
評
領
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
た
ピ
而
か
も
た
ほ
成
田
さ
れ
た

問
題
が
少
な
く
な
い
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
、
私
は
特
に
そ
の
側
面
を
取
り
上
げ
ん
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

A. WaU and R. W. Duning， Ratio Analysis of Fina:ncial Stetements， p. '152 
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